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梼原町社協だより



これまでの座談会では、こんな事が話合われました

今年度、本会では梼原町保健福祉支援センターとの協力により地域福祉計画・地域福祉活動計

画策定に取り組んでおります。この計画は、町の施策や方向性を示す地域福祉計画（行政）と、

地域の福祉活動を推進するための目標や具体的な事業の計画を示す地域福祉活動計画（社協）を

一体的に策定するものです。

各地区での説明会の後、部落代表を通じて、地域の自慢や課題、そこに住む皆様の想いを書き

出して見える化（ワークシート）していただきました。現在、ワークシートをご提出いただいた

部落に、「現在と将来の地域のくらし（支え合いや安心、安全、生きがい、心配事など）」を考え

る座談会の声かけをさせていただいております。

この座談会では、ワークシートをもとにして、地域の状況や課題、そこに住む皆様の想いを共

有し、安心して暮らせる仕組みや不安の解消のためにできることなどを話し合います。お茶やお

茶菓子をつまみながら気軽な雰囲気で進めていきたいと考えておりますので、できるだけ多くの

方にご参加いただき、お声をお伺いしていきたいです。

座談会は次年度以降も継続して開催の声掛けをいたします。地域の暮らしの中での困りごとや

頼ったり、頼られたり、地域の話題を気軽に出し合える場を作っていきたいと思いますので、地

域からの開催のご希望があれば是非ご協力させてください。

地域福祉計画と地域福祉活動計画
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茶や谷部落

地域の過疎化で以前のような賑わいを

なくしている祭事（虫送り）を盛り上げるに

はどうしたらいいか。

文丸部落

何かの時には、地区の皆が集まる集会所。

老朽化してあちこち傷んでいるが、修繕も含

めてどのように運用していこうか。

竹の薮部落

独居高齢者の粗大ゴミの収集について、地

域でお手伝いできるように定例会でゴミの有

無を確認し、あれば近所で対応していくこと

が決定！
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
お
揃
い
で
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
酉
年
で
す
。

大
き
く
羽
ば
た
く
躍
進
の
年
で
有
り
ま
す
よ
う
に

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

梼
原
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長

矢
野
豪
佑

山
口
県
に
あ
り
ま
す
社
会
福
祉

法
人
夢
の
み
ず
う
み
村
が
運
営
す

る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
施
設
を
は
じ
め
、

高
知
県
内
の
６
施
設
の
視
察
研
修

を
行
い
ま
し
た
。

内
装
を
カ
フ
ェ
ス
タ
イ
ル
に
す
る

な
ど
雰
囲
気
を
重
視
し
た
施
設

や
、
リ
ハ
ビ
リ
に
重
点
を
お
い
た
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
施
設
な
ど
、

ご
利
用
さ
れ
る
方
々
の
ニ
ー
ズ
に

応
じ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
イ
ル
で

独
自
性
を
発
揮
し
た
取
り
組
み
が

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

で
き
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
お
話
し
の

中
に
も
共
通
し
て
「
自
分
が
利

用
し
た
い
、
家
族
に
利
用
し
て
も

ら
い
た
い
施
設
を
つ
く
る
」
と
い
う

考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

国
の
定
め
る
介
護
保
険
法
の
第

1

条
（
目
的
）
に
は
、
「
（
要
介

護
者
が
）
尊
厳
を
保
持
し
、
そ
の

有
す
る
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日

常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
必
要
な
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス

及
び
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
給
付

を
行
う
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
ど
の
施
設
に
お
い
て
も
、
基
本

は
こ
の
法
律
の
目
ざ
す
「
自
立
」

の
実
現
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
応
じ
た
創
意
と
工
夫
が
な
さ

れ
て
い
ま
す
。

本
法
人
に
お
き
ま
し
て
も
、
こ

う
し
た
研
修
と
学
習
を
重
ね
な
が

ら
、
本
町
の
地
域
福
祉
の
推
進
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

昨
年
は
、
四
月
に
発
生
し
た
熊
本
・
大
分
地
震
を
は
じ
め
、
夏
に
は
立
て
続
け

に
台
風
に
見
舞
わ
れ
た
北
海
道
豪
雨
災
害
と
岩
手
豪
雨
災
害
、
そ
し
て
十
月
に
発

生
し
た
鳥
取
県
中
部
地
震
と
、
大
き
な
災
害
が
日
本
の
各
地
で
発
生
し
ま
し
た
。

幸
い
高
知
県
で
は
大
き
な
災
害
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ご
承
知
の
通
り

南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
大
規
模
地
震
は
、
近
い
将
来
必
ず
起
こ
る
と
言
わ
れ

て
お
り
、
い
つ
何
時
に
起
こ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

災
害
時
に
は
、
地
域
の
助
け
合
い
、
支
え
合
い
の
活
動
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
梼

原
で
は
そ
う
い
っ
た
地
域
で
支
え
合
う
力
は
十
分
に
備
わ
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
い
ざ
と
い
う
時
に
そ
の
住
民
力
を
発
揮
す
る
に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
の
地
域

の
つ
な
が
り
が
大
切
で
す
。

今
年
度
、
行
政
の
地
域
福
祉
計
画
の
見
直
し
に
併
せ
て
、
「
住
み
慣
れ
た
地
域

で
暮
ら
し
続
け
た
い
」
と
い
う
想
い
を
支
え
る
た
め
に
は
、
何
が
大
切
な
の
か
、

地
域
の
見
守
り
や
支
え
合
い
活
動
を
は
じ
め
、
地
域
活
動
を
支
え
て
い
く
た
め
の

指
針
と
目
標
を
定
め
る
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
策
定
中
で
、
地
域
の
皆
様
の
声
を

聴
か
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
策
定
作
業
を
続
け
て
お
り
、
年
度
末
に
は
策
定
の
運

び
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
、
行
政
や
関
係
機
関
の
皆
様
と
共
に
、
「
ゆ
す
は
ら
な

ら
で
は
」
の
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
参
る
所
存
で
す
。
職
員
も
な
お
一
層
地
域

に
出
向
い
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
相
談
等
、
お
気
軽
に

お
寄
せ
い
た
だ
け
れ
ば
と
存
じ
ま
す
。

視
察
研
修
の
実
施

夢
の
み
ず
う
み
村
で
は
、
視
察
者

の
対
応
を
施
設
ご
利
用
者
様
が
行

っ
て
お
り
、
施
設
の
お
話
し
に
加

え
、
ご
利
用
者
と
し
て
の
視
点
か

ら
、
ざ
っ
く
ば
ら
ん
に
お
話
し
を

伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
（
リ
ハ
ビ

リ
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
）
約
２
時
間
に
わ

た
り
ご
案
内
を
い
た
だ
く
な
か
で

「
こ
こ
に
は
自
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
ぶ
つ
け
る
場
所
が
あ
る
」
と
、
い

き
い
き
と
お
話
し
い
た
だ
い
た
こ
と

が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

ま
た
、
各
施
設
の
職
員
の
皆
さ

ん
か
ら
は
、
ご
利
用
さ
れ
る
皆
様

が
施
設
の
利
用
を
通
じ
て
、
共
同

意
識
と
連
帯
感
を
醸
成
で
き
、
施

設
で
の
居
心
地
よ
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
る
施
設
づ
く
り
を
行
っ

て
い
る
等
の
お
話
を
伺
う
こ
と
が

【お問合せ】

社会福祉法人梼原町社会福祉協議会

施設設立準備室

（担当）立道・山田

電話 0889-65-1236

FAX 0889-65-1237

▲ デイサービスこじゃリハのいち 外観

デイサービスこじゃリハのいち 内装 ▲

ゆ
す
は
ら

複
合
福
祉
施
設

設
立
準
備
室
よ
り

お
知
ら
せ



12月 11日（日）各区で総勢 153名のボランティアが集まり、早朝から調理や配食を行いました。

心より感謝申し上げます。

各区で知恵を絞った特色のあるお弁当はいかがだったでしょうか？

まごころ弁当実行委員会をはじめ、ご協力いただきました皆様に厚くお礼申し上げます。
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町内で、配食や訪問、交流事業を行うボランティア団体 梼原町ボラ

ンティアよつば会（以下、「よつば会」）が、日ごろの活動が評価され、大

同生命から助成金が贈られました。よつば会は助成金でエプロンと三角

巾を購入し、これからの活動の PRにつなげたいと思っているそうです。

梼原町社協では、助成金の情報を紹介させてもらっています。活動資

金のことで悩まれている方はぜひ、ご相談ください。

相互の交流を深めながら、

支援を必要としている

方々、又は待っている方々

へ、こころを届けたいと思

います。

梼原町ボランティアよつば会からひとこと

4

よつば会のみなさん

代表 中越緑さん

12月 11日（日）各区で総勢 153名のボランティアが集まり、早朝から調理や配食

を行いました。心より感謝申し上げます。

各区で知恵を絞った特色のあるお弁当はいかがだったでしょうか？まごころ弁当実

行委員会をはじめ、ご協力いただきました皆様に厚くお礼申し上げます。

今年は 569食
作って配食しました！

法
人
後
見
事
業

れ
と
も
、
本
人
が
す
っ
き
り
し
て
い
る
の

だ
か
ら
騙
さ
れ
て
い
な
い
。
と
考
え
ま
す

か
？
難
し
い
で
す
よ
ね
、
Ａ
さ
ん
の
話
し

方
や
、
人
に
よ
り
価
値
観
も
違
い
ま
す

し
、
こ
れ
だ
け
の
情
報
で
は
読
ん
で
い
る

人
の
捉
え
方
も
様
々
で
す
。
な
に
が
正

解
な
の
か
を
誰
が
決
め
る
の
か
？
こ
れ

は
私
が
体
験
し
た
実
例
で
、
内
容
は
違

え
ど
も
、
こ
う
い
う
手
の
話
は
よ
く
あ
る

と
思
い
ま
す
。

権
利
擁
護
を
考
え
る
場
合
、
「
本
人

と
本
人
の
生
活
」
に
し
っ
か
り
焦
点
を
当

て
る
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
本

人
の
思
い
や
、
生
活
の
質
を
含
め
て
そ
の

人
ら
し
い
生
活
を
考
え
る
。
日
々
の
生

活
で
起
こ
る
出
来
事
が
、
そ
の
人
の
生

活
に
ど
の
よ
う
に
影
響
す
る
の
か
を
十

分
に
考
え
る
こ
と
が
権
利
擁
護
の
原
点

だ
と
考
え
ま
す
。

2

回
に
わ
た
り
「
権
利
擁
護
」
を

考
え
て
み
ま
し
た
が
い
か
が
で
し
た
で
し

ょ
う
か
？
難
し
い
言
葉
で
す
け
ど
誰
も

が
経
験
し
う
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

「
こ
れ
っ
て
ど
う
な
ん
だ
ろ
う
？
」
と
、
気

に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
社
会
福
祉
協
議

会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

<

芝
田>

3

権
利
擁
護
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う

今
回
は
前
回
に
引
き
続
き
権
利
擁
護

に
つ
い
て
事
例
を
通
し
て
考
え
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

年
金
生
活
の
Ａ
さ
ん
は
高
齢
で
1
人

暮
ら
し
で
す
。
そ
の
た
め
贅
沢
を
し
な
い

よ
う
心
掛
け
て
生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。

あ
る
日
い
つ
も
の
よ
う
に
病
院
か
ら
の
帰

り
道
に
、
訪
問
販
売
の
営
業
マ
ン
か
ら
声

を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。
「
こ
の
布
団
、
す

ご
く
体
に
い
い
で
す
よ
！
」
と
、
言
葉
巧

み
に
勧
誘
さ
れ
、
な
ん
と
50
万
円
も
す

る
羽
毛
布
団
を
購
入
し
て
し
ま
い
ま

す
。
し
ば
ら
く
使
用
し
て
み
る
と
、
な
ん

と
な
く
朝
す
っ
き
り
起
き
ら
れ
る
よ
う

な
・
・
・
。
近
所
の
方
に
話
を
す
る
と
、
「
Ａ

さ
ん
、
そ
れ
騙
さ
れ
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い

の
？
」
と
、
言
わ
れ
ま
す
。
Ａ
さ
ん
は
少

し
心
配
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
朝

す
っ
き
り
起
き
ら
れ
て
い
る
し
・
・
・
。

みなさん、地域支えあい活動「つむぎあい」を知っていますか。この活動は、

つむぎあい券という地域通貨を使った有償ボランティアです。

高齢化の進展に伴い、日常生活での困りごとが増えており、誰もが住み慣れた

地域で安心して暮らしていくためにも、地域での支えあい活動が必要です。介護

保険制度などのサービスのみで解決できない小さな困りごとを地域力で解決して

いこうと平成 19年より取り組まれてきました。

つむぎあい券を販売・購入 換金

つむぎあい券を渡す（1枚 100円）

社協

利用会員 協力会員

困りごと支援足腰が痛くて

ゴミ捨てが大変

地域支えあい活動

つむぎあい券という地域通貨を使った有償ボランティアです。

会員は利用会員と協力会員です。利用会員

は支援を希望する方でおおむね高齢者や障

害のある方、協力会員はボランティアとし

て参加される方です。利用会員、協力会員

両者の同意により決定されます。

＊＊「つむぎあい」利用の流れ

ど
う
で
し
ょ
う
か
？
皆
さ
ん
は
、
Ａ
さ

ん
が
騙
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
か
、
そ



輝く み～つけたっ👀👀

ガラスの絵や看板は、局長や地域の方と相談し

て一緒に作っています。漫画を描くことはもとも

と趣味だったんですが、正直僕には、何ができる

のか自分では分かりません。でも、何かお手伝い

できることがあるかもしれないと思っているんで

すよ。「こんなことやりたいんですけど。」と聞か

れたら、「あ、それやったことあるし、もしかした

らできるかも。」っていうのが結構あって、大向の

看板のときもそんな感じで。頼まれたことなんで

すけど、やっぱり形になると感動があります。お

手伝いできることがあるかもしれないので、まず

は声をかけてもらったら嬉しいです。

みんなひとがいいし、本当に優しい土地柄だと

思うんです。郵便局に来られるお客さんもあたた

かいし、こんなおじいちゃんになれたらいいなあ

と思えるようなひともいるんですよね。郵便局か

らつながりも広がってきて、地元なんだけど、意

外と知らないことがたくさんあると思いました。

それをこれから見つけていくことでもっと松原の

ことが好きになれるんじゃないかと思ってます。

まあ、まだそんなに考える余裕がないので、まず

は余裕がもてるようになりたいですね(笑)

皆さんがひょっとしたら知らない、梼原で頑張っている人たちを紹介するコーナーです。

地元のことを知りたい

できることがあるかもしれない

吉村
よしむら

文
ふみ

伸
のぶ

さん（35）
昭和 56年生まれ。梼原町松原出身。

高校まで地元で過ごし、卒業後はポリテクカレ

ッジ高知に入学。情報について学ぶ中、京都で

就職先を見つけ高知を出ることに。10年ほど

過ごした後に、地元梼原にもどり、今は松原郵

便局で臨時職員として勤める。

で

6

前回の梼原町学校応援団の志手功さんにご紹介頂き、
今回は 梼原町三障害者団体協議会会長 高橋 正知 さん にインタビューしました。

梼原町三障害者団体協議会。愛称「三笑会」の会長である高橋さんのお話をお伺いしました。あらゆる団体
に所属し、活躍される高橋さんの活動に対する思いとその行動力に心打たれました。今、地域の障害者団体が
力を合わせて、梼原の将来について考え、行動を起こそうとしています！

5

中越(悠) よろしくお願いします。まずは三障害者団
体協議会のことについて教えてください。

高橋 第 4期障害者福祉計画において、障害のある人
もない人も互いが理解し、共に地域で暮らすには、障
害者団体の主体的な活動を支援し、三障害者団体と行
政とが懇談会を通して、情報の共有を図ろうという計
画が示されました。それを受け、平成 27年 3月より、
梼原町身体障害者連盟や梼原町精神障害者家族会、僕
が会長を務める梼原町手をつなぐ親の会と行政、社協
等が随時、協議を重ね、同年 12月 9日。規約を制定
して三笑会を発足しました。
活動内容は月に１度の定例会の実施。事業の準備、
打ち合わせなどを行います。それ以外にいろいろな方
向から、何か私たちにできることはないか考えなが
ら、案が出たら実現に向けて頑張っています。
今までは、各障害者団体の交流、親睦をはかる「み
んなで楽しいバーベキュー」などを開催しました。

中越(悠) 団体ができてどうでしたか？また、活動を
取り組まれてみてどうでしたか？

高橋 梼原町は人口が減少し、各障害者団体がそれぞ
れの活動をしても限界があります。団体が協力し合え
ば考え方や人とのつながりも広がっていく。そうした
なかで一緒になって福祉について、生活について、ど
うしていったらいいか、考える機会ができたことは非
常にいいと思います。知恵ってなかなか出てこないん
でね。それぞれの団体が持っている情報ってあるじゃ
ないですか。定例会ではその情報をお互いが話すなか
で共有できます。別々に活動していたら、他の団体の
情報は入ってこないので。三障害の団体が一緒に活動
することで、今までなかったことができるようになる
のではないでしょうか？

中越(悠) 取り組みを続けていく上での目標や思い
を教えてください。

高橋 きっかけ作りが大事だと思っています。何かき
っかけを作れば、興味のある人ってそれに乗ってきま
す。自分たちがその仕掛けをできるように頑張ってい
こうと思います。今、取り組みの中で今年 3月に福祉
大会を開催します。大会スローガンは「誰もが笑顔で
暮らせるまち」で、「私の暮らし」と題した意見発表
を 3名ほどにしてもらい、他にも園児の合唱や福祉機
器の展示、事業所による物品販売も行います。この大
会では皆さんに障害者の暮らしを知ってもらいたい。
みんなお互い助け合いながら生きているものだと思
うんだよね。だから今までの気持ちを忘れず、手を取
り合って梼原町で楽しく、誰もが笑顔で暮らせる町づ
くりがみんなでできたら嬉しいなと思います。

中越(悠) では最後にひとこと、お願いします。

高橋 私は歌が好きで、梼原こども園やみどりの家、
イベントなどでギターの弾き語りをさせてもらって
います。そこじゃないと経験できないことっていっぱ
いありますし、私はそういうことをすごく大事にした
いです。ちなみに、三笑会会長、手をつなぐ親の会会
長のほかに、日本ダウン症協会高知小鳩会支部の副支
部長もやっています。名前だけですが（笑）皆さんお
気軽にお声がけください。いろんなところでつながり
を広げることで、三笑会のことにもプラスになるんじ
ゃないかなと思っています。

中越(悠) ありがとうございました！

次回は 梼原町連合青年団
二神貴登さん です！お楽しみに！



開場：１３：００ 開会：１３：３０開場 １３ ００ 開会：１３：３０
会場：ゆすはら・夢・未来館 階大ホール

『誰もが笑顔で暮らせるまち』をテーマに、意見発表や
パネルディスカッションを通して、障がい者の暮らしを考えます。パネルディスカッションを通して、障がい者の暮らしを考えます。

平成 年 月 日（日）

主催：梼原町三障害者団体協議会（略称：三笑会）
共催：梼原町・梼原町社会福祉協議会
協力：障害者支援施設 梼原みどりの家

法人竹ぼうきの会、その他近隣市町の事業所

入場無料
主催
共催
協力

当日は
＊カレー、お菓子の販売

＊車椅子など福祉機器の展示
も行う予定です。

だれでもご自由にご参加ください。

１ ２ ３

４ ５

「ゆすまいる」では表紙に載せる写真を募集しています。最近みなさんから声をかけて
頂けて嬉しいです、ありがとうございます。引き続き、構わない方は、出会った社協職員
に声をかける、又は社協までお問い合わせください。 担当：宇賀・西村・中越（悠）

①上成のクリスマス会に参加した上田さんと西村さん
②梼原竹ぼうきの会で作られたミニ門松
③松原健康づくり発信事業に参加したダブル久岡さん(笑)
④若いお母さんたちのクリスマス会
中岡さん親子＆西村さん親子&中山さん親子

⑤梼原竹ぼうきの会で門松をつくっている様子

に載せる写真を募集しています。最近みなさんから声をかけて
った社協職員

担当：宇賀・西村・中越（悠）担当：宇賀・西村・中越（悠）
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